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研究の目的

技術の説明

主 な 結 論

本研究では体験者への負担を疲労感の自己申告以外に、血圧や脈拍数の変化、心拍変動でも測定しています。立

体/非立体、ＣＧ/ビデオなど提示画像についても検討しています。

ＶＲ技術の向上および普及により、建築空間の事前検討が可能になっています。より臨場感、没入感を得るため

の動画提示は、体験者に視覚疲労やＶＲ酔いと呼ばれる乗り物酔いのような不快感を与えることがあります。本

研究は、視覚疲労やＶＲ酔いしにくい提示のための研究です。

実験結果から、乗り物酔いやすさではなく、体験者の視力が視覚疲労やＶＲ酔いに影響することと、提示時の口

頭説明やガム咀嚼がＶＲ酔い低減に有効であること、さらに、心拍変動（自律神経の状態）が生体への影響の指

標としての可能性が示されました。
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